
い
づ
れ
も
不
足
す
る
O
搬
洲
の
鋤
も
=脚
位
不
良
だ
｡
だ
か
ら
外
囲
貿
易

は
い
つ
も
傭
人
超
過
で
､
鯨
年
平
均
三
位
六
千
五
甘
親
側

の
入
超
で
､

固
隙
支
排
は
篠
年

1
億
二
甘
六
十
鞘
糊
に
上
り
､

1
八
七
〇
年
以
雄
二

十
五
位

の
外
位
を
碁
兆
し
た
｡
日
本
の
エ
弟
は
さ
う
故
脱

は
し
な
い
だ

ら
う
O
L
か
し
日
本
の
大
工
業
藤
川
の
紡
餌
や
恥
城
な
ど
の
外
に
離
袋

が
あ
る
'
非
の
轍
川
は
西
欧
風
の
工
場
工
業
で
な
-
､
む
し
ろ
家
内
工

輩

の
碇
展
を
助
長
す
る
と
典
に
､
日
本
の
伸
餅
貿
易
の
確
固
た
る
猿
朕

を
も
た
ら
す
で
あ
ら
う
と
の
べ
て
ゐ
る
｡
息
ふ
に
日
本
工
柴

の
特
色
た

る
小
企
柴

の
利
猫
に
つ
い
て
､
敢
ら
忙
粍
刻
な
批
判
が
加

(
ら
る
べ
き

で
は
な
か
ら
う
か
｡

1
九
二
九
年
迄
の
統
計
で
､
日
本

の
エ
栄

は
前
途

ヽ
ヽ
ヽ

悲
粗
と
い
っ
て
し
ま
う
の
も
-a
.常
な
風
脚
で
な
い
と
同
時
に
'
田
本
鹿

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

菜

の
分
散
と
小
企
米

の
故
巌
に
つ
い
て
は
吏
ら
に
糾
祝
し
吟
映
さ
れ
な

-
て
は
な
る
ま

い
｡
(
港
川
)

0

日
本

国

勢

園

禽

昭
利
十
舛
批

矢
野
恒
太
'
白
峰
透

完

ハ嗣

閥
勢
枇
銀
行

尤
偶

1
脚

前
二
省
よ
り
も
日
本
の
級
桝
地
租
を
明
快
に
改
明
指
埠
し
て
ゐ
る
の

は
火
野
氏
の
日
本
閑
静
陶
骨
で
あ
る
0
彼
此
参
-In
::す
る
こ
と
に
よ
っ
て

外
人
の
見
た
日
本
の
擬
柴
と
'
日
本
人
の
自
ら
作

っ
た
鹿
輩
枇
親
と
が

い
か
に
も
が
う
か
と
い
ふ
こ
と
が
明
に
な
る
'
允
侶

1
脚
は
舵
資
で
あ

る
O
我
等
は
閲
勢
恥
に
感
謝
し
な
-
て
は
な
ら
ぬ
｡
前

の
方
は
納
ま
な

い
で
も
､
こ
ち
ら
は
布
咋
必
･mT.
な
す

ゝ
め
る
｡
(
港
;
)

0

日

満

支

経

済

論

猪
谷
蕃

1
著

言
脂

沓

路
改
行

定
侶
二
榊

日
鴻
支
三
関
の
短
所
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
Q
価
洲
鮭
兼

の
危

新

報

糠
､
盈
村
医
救
の
幽
悌
韓
は
技
怒
し
て
よ
む
べ
き
班
瓢
で
あ
る
と
信
じ

複
郁
な
三
関
的
係
を
地
盤
す
る
良

い
参
考
啓
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
O

(
藤
川
)

0
寮

長

観

光

市

布

地

園

脇
目
博
介
著

大
利
史
蜘
研
究
骨
銀

行

鮭
侶
三
十
鶴

新
聞
紙
二
倍
大
の
凹
版
に
奈
良
の
鳥
純
減
を
つ
-
つ
た
も
の
で
'
奈

良
榔
範

の
堀
非
封
の
助
力
に
な
っ
た
､
楽
所
に
劣
員
や
､
耽
光
の
案
内

紀
が
あ
る
｡
(
藤
川
)雑

報

0
紳

声

帯

奥

平

野

の
鏡

石

と

断

層

納
戸
市
奥
平
野
梅
元
町

の北
部
'
角
開
花
絹
岩
と
奥
平
野
の
低
地
と
の
城
外
に
於
て
粕
常
大
規

模
な
る
鏡
石
が
あ
る
｡
丙
は
多
少
夙
化
せ
る
も
抽
め
て
平
滑
に
磨
か
れ

両
全
部
に
亘
り
て
鞍
痕
が
あ
る
｡
両
は
jE
L
-
磁
針
の
米
田
に
光
り
'
南

方
に
向
ひ
て
六
十
庇
の
傾
斜
を
打
す
る
｡
平
両
の
蕗
山
部
は
就
田
的
大

?

栄
'僻
斜
に
的
ひ
て
約
正
米
で
あ
っ
て
'
氷
端
は
朋
壊
し
て
ゐ
る
0
西
端

は
約
四
十
恥

の
厚
さ
を
布
す
る
断
層
和
幸
b
し
き
も
の
が
保
存
さ
る
｡

セ
ラ
キ

こ
の
鏡
石

か
ら

約
ニ
ー

三
十
米
位
束
は

樹

谷

二

流
分
ノ
1
地
形
問

0

中
の
鰍
谷
は
訳
記
)
と

呼
ぶ小
浜
で
､
千
鳥
ケ
瀧
と
い
ふ
漆
布
を
懸
け

る
｡

こ
の
純
の
下
に
至
る
ま
で
鏡
石
は
池
跡
し
得
る
の
で
あ
る
.

蒜
九

七
二山



地

球

滞
二
十
六
を

千
･q
ケ
瀧
は
二
段
と
な
り
'
下
段
は
甘m
さ
六
米

で
比
茄
の
耐
か
ら
十

三
米
北
に
赴
き
､
上
段
は
‥向
き
二
〇
米
､
下
段
の

能
瀬
よ
-
七
米
酢
北

に
迎
-
｡

つ
ま
り
相
原

の
北
成
徳
約
二
十
釆
計
り
純
は
後
退
し
た
誰
で

あ
る
｡
千
滋
ケ
税
の
氷
方
に
は
恥
印
に
起
る
地
帯
の
両
が
あ
っ
て
南
に

七
〇
班
の
仰
斜
を
有
し
､
袈
輔
は
平
射
で
あ
る
が
卦
む
し
て
IiC
る
｡
こ

の
桐
の
火
中
は
花
柄
山方
破
片
を
粘
土
で
勝
訴
し
た
る
断
層
角
硬
質
粘
土

で
鞍
は
れ
､
そ
の
厚
さ
二
米
以
内
位
あ
る
9
更
に
氷
方
二
十
栄
位
に
角

閃
花
揃
川村
の
表
間
に
約
二
八
の
蘭
粘
土
を
上兼
と
す
る
花
柄
封
の
角
錐
が

あ
っ
て
附
所
は
氷
西
に
光
り
南
に
六
〇
鹿

の
傾
斜
で
あ
る
.
こ
の
部
は

納
戸
市
奥
中
野
蹄
水
場
の
四
の
角
に
滞
る
｡
そ
れ
よ
¶

一
C
米
許
水
方

布
浄
水
場
柵
内
の
山
北
に
は
親
は
少
な
い
が
炭
酸
冷
泉
の
細
川
地
が
あ

る
O

地
盤
不
瀧
と
な
る
が
､
五
･:=･=
町
五
･:=･=恥

の
北
の
1;
恋
の
路
傍

の
qi
側
に

於
て
湘
朋
に
光
っ
て
楠
に
四
〇
度
の
何
針
を
有
す
る
船
附
が
あ
り
'
関

川
に
於
て
は
北
七
C
l庇
収
の
方
向
の
滑
河
が
あ
っ
て
南
方
に
尤
〇
度
の

傾
斜
聖
が
し
て
尉

る
｡
こ
の
部
分
に
於
て
は
肘
河
の
上
郷
は
比
雛
に
裡

ほ
れ
て
居
る
が
'
新
措
路
の
開
準

に
よ
っ
て
退
路
の
術
側
に
露
糾
す
る

に
発
っ
た
も
の
で
あ
る
D

以
上
の
鏡
石
の
路
的
術
と
断
層
角
磯
と
は
三
宵
米
に
亙
る
も
の
で
あ

る
が
証
に
北
田
に
延
長
す
る
が
如
-
'
水
力
に
於
て
ほ
奥
平
野
浄
水
場

を
過
ぎ
､
再
度
谷
川
城
の
…釈
放
蛾
泉
浸
潤
地
を
撫
て
､
武
徳
殿
の
北
を

#
.訪
出
方
岡
に
向
ふ
｡
四
方
に
於
て
は
瓦
解
酢
の
北
方
よ
-
'
少
し
-

節
二
雛

1
芸

七
凹

南
西
の
方
向
を
と
り
肝
耐
寺
城
内
を
過
ぎ
'
そ
の
西
方
湧
敷
地
附
妃
で

北
三
〇
腔
西

の
1)
大
断
犀
に
織
ら
れ
て
'
浦
方
に
称
唯
心
ー
布
描
減
感

嗣
虻

の
南
を
終
山
町
天
工
川
の
谷
に
至
り
束
に
西
方
に
向
ふ
｡
天
王
川

域
に
於
て
は
…次
酸
泉
の
油
川
を
見
､
北
六
〇
-
七
〇
氷
､
南
六
〇
皮
の

叔
劫
が
あ
っ
て
耕
些

l
丸
皮
及
び
二
七
度

の
汎
泉

を
有
す
る
｡
(
維
氷
冷

泉
な
る
を
‖禦
=J
TI
O
O
O
飴
尺
試
錐
の
紡
鼎
､
現
今
の
樹
粗
を
且
た
と

い
ふ
｡
)

上
犯
跡
断
層
線
は
帥
戸
村
北
方
の
花
｡禦

材
地
と
節
内
船
僻
地
と
を
分

つ
一
大
断
僚
線
で
あ
っ
て
､
地
形
的
に
も
柚
め
て
明
瞭
､
m
つ
鼠
嬰
な

る
も
の
で
あ
る
｡
td
r:,]･;
部
博
士
は
地
車
那
髄
郁
錐

(
第
九
各
節
九
八
班

別
泊
三
十
年
)
に
典
牛
野
村
久
鬼
毅
別
邸
内
千
鳥
ケ
瀧
の
傍
に
巾
三
尺

の
粘
土
脈
あ
り
て
断
層
に
ょ
つ
て
北
ぜ
る
な
ら
む
と
記
減
き
る
.
奥
平

野
相
は
今
は
帥
戸
市
内
､
久
鬼
家
は
加
麿
に
移
樽
'
瓦
智
部
氏
は
既
に

亡
し
､
氏
の
郷
土
脈
と
繁
務

の
鏡
石
'
断
層
粘
土
笹
と
同

t
の
も
の
な

り
や
否
や
は
確
む
る
に
よ
し
も
な
い
O
然
る
に
地
形
'
位
混
等
よ
り
し

て
或
は
多
分
囲

.I
の
も
の
な
ら
ん
と
推
定
さ
る
0
踏
石
に
つ
き
て
は
前

紀
地
拳
郁
誌
に
は
何
等
絶
域
さ
れ
て
i
;
ら
ぬ
｡
(
上
拍
拭
次
郎
報
)

0

赤

峰

の
耗

蓑

小
浦
洲
靭
縫
後
､
熟
河
省
が
搬
洲
財
部
土
と
な
っ

たた
め
に
長
城
線
番
俳
に
減
､
安
国
墳
粒
脚
が
山
水
て
輸
出
入
が
防
過

さ
れ
､
北
文
と
同

l.
関
内
経
済
岡
に
あ
っ
た
蘇
峰

の
封
外
兜
易
鯛
僻
は

急
に

1
射
し
た
｡
絶
前
は
そ
の
建
物
は
米
印
及
び
北
滋
に
輪
川
き
れ
､

内
袈
古

の
必
礎
な
物
nW
は
大
枠
叉
は
北
京
か
ら
移
入
し
た
の
が
､
バ
ッ

タ
リ
止
ん
で
瀬
峰
か
ら
の
貿
易
は
奉
天
､
静

H
､
錦
州
カ
所
に
路
沸
し



移
入
鴨
=_-･t
も
亦
北
淡
か
ら
は
人

ら

な

い
で
､
全
部
日
本
暮
;

m
と
な
っ

て
和
犬
ガ
附
か
ら
入
る
や
う
に
な
っ
た
｡
そ
こ
で
滋
畔
地
方
物

産
の
大

鏡
た
る
屯
政
和
も
奉
天
､皆

目
に
む
け
ら
れ
'炎
背
後
地
た
る
林
田
'
鯉

棚
､
悶
揚
'築
城
'祉
平
淡
仙
奥
地
と
の
純
然
た
る
随
上
中
醍
斑
易
巾
場

と
な
っ
て
し
ま

っ
た
｡
格
人
品
の
七
割
ま
で
は
春
夫
か
ら

ti
割
六
分
は

皆
目
か
ら
で
､
茶
F
砂
糖
､
拝
観
'
批
判
を
は
じ
め
噴
水

の
木
材
､
織

総

の
日
米
､
大
地

の
ビ
ー
ル
､
錦
州

の
ポ
油
'
故
知
'
雅
肺
､
撫
順
の

凍
州
北
部

の
石
淡
串
が
入
っ
て
前
紀

の
後
背
地

の
滞
用
に
艇
じ
､
屯
皮

如
'
高
知
が
特
産
他
と
し
て
奉
天

(
梯
川
す
る
も
の
故
も
多
-
皆

目
'

抑
州
に
も
川
で
'
錦
州
か
ら
天
津
に
的
る
が
'
柚
少
魔
が
ij;
北
〓
を

へ

て
北
呼
に
仕
向
け
ら
れ
る
｡
諜
組
は
蛸
島
疎
稼
.I.41
'
ダ
ブ
ス
ノ
ー
ル
か

ら
入
っ
て
-
る
｡
地
道
開
池
後
半
桜
草
雌

の
出
番
も
樹
加
し
本
邦
屯
政

細
入
も
氾

々
と
こ
の
方
術
に
蔚
目
し
は
じ
め
た
か
-
て
昭
利
十
咋
庶
路

川
六
甘
鵜
即
に
上
り
､
路
人
も

.i
千
甘
五
十
前
脚
に
近
づ
き
こ
れ
を
前

句こ
舵
に
比
べ
て
移
川
が
二
甘
試

問
以
上
相
加
す
る
に
覚
っ
た
｡

0

マ

ル

タ

島

へ
本

邦

晶

の

輸

入

マ
ル
タ
粒
は
共
闘
輸
入
を

伴港
す
る
た
め
僻
悲
関
税
及
剖
滞
制
が
班
施
さ
れ
て
班
に

1.
年
有
億
に

な
っ
た
が
'
共
沈
際
的
放
某
は

マ
ル
タ
梅

の
故
人
の
卿
加
と
な
っ
た
｡

そ
の
陥
入
を
み
る
と

英

樹

炎

軸

比
ハ仙
各

閥
離

1i
九
三
三
舛

∵

0
0

i
'
七
七
七
磯

.1
九
八
二
.
七

.L

二
､
六
六
九

､
九
〇
〇

弼

'.
九
三

灼

叫

九
滋

九

､
滋
五
山

二

三

-/

七

蛸

三

二
'
二
七
〇
'
六
七

11

脚
ち

.)
九
三
日
年

の
英
樹
か
ら
の
輸
入
は
川
二
'
二
二
六
櫛

S
械
少
で

特
認
腕
枕
は
放
射
的
放
火
を
も
た
ら
し
た
｡

こ
･̂
に
紘
=
す
べ
き
は
日

本
品

の
t
九
三
四
年
は
新
中
に
比
し
二
桝
'
七
三

1i
癖
を
村
加
し
て
十

四
鵜
秘
に
上
っ
た
こ
と
で
あ
る
｡
紬
放
物
と
人
的
軌
物
JJJ
が
･Tt.で
典
以

外

の
郎
党

の
遊
出
が
著
し
い
｡
拙
胸

の
方
は
輸
入
許
可
盈
十
満
鵬
と
い

ふ
制
限
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
.｡
魚
赦
錐
紡
､
先
物
統
括
､
ジ
ャ
ム
'
隠

璽
且
'
爺
､
野
疏
蛾
縮
む
は
じ
あ
幼
女
小
鬼
用
靴
､裟
身
用
小
間
物
､精

子
'
ゴ
ム
淑
晶
'
刷
奄
数
'北
単
軸
HM
､時
計
､
陶
磁
界
､
髄
嵐
.%
典
へ
改

易
'
皮
革
､
柴
非
'
及
物
織
特
朗
.
n
謝
辞
附
属
日脚
'
壊
料
､
艶
刺
､

境
地
用
具
､
石
鹸
､
文
静
典
t
.紙
吻
脱
料
'
鞄
瓶
､
柵
娘
晶
､
ラ
ヂ
オ

セ
ッ
ト
､
木
髄
=n
r
靴
下
'

絹

織
物
､
化
粧
日脚
､
粋
風
軸
韓
あ
ら
ゆ
る

=州
日
に
及
び
躍
地
の
磐
し

い
も
の
は
'
魚

の
錐
縦
､
ゴ
ム
靴
､
陶
磁
耕

衣
服
､
雛
晶
で
あ
る
｡
過
去
五
ケ
年
間
に
非
常
な
逝
H
で

ー
九
三
〇
年

に

一
溺
六
千
五
打
砕

の
楯
人
が

.L
九
三
四
伴
に
は
十
四
航
礎
､
八
倍
以

上

の
亜
展
と
な

っ
た
O

こ
の
図

t
は
獅
泡
や
伊
大
利
'
和
樹
と
い
ふ
地
=規
約
に
細
済
的
に
日

本
よ
り
も
進
に
有
利
な
蔚
節
閥
が
あ
る
｡
且
こ
れ
..Jn
の
閲

の
船
は
殆
ど

旭
日
や
っ
て
-
る
に
も
不
純
､
掬
泡
は
十

六

前
概
､
イ
タ
リ
I
は
三
十

三
溝
癖
'
オ
ラ
ン
ダ
は
十
航
櫛
で
'
日
本

の
地
相
に
太
刀
打
が
川
非
な

い

棟
子
で
あ
る
｡

マ
ル
タ
は
地
中
脂

の
小
曲
で
あ
る
が
､

こ
の
部
･rs
は
日

本
〓=Z=
の
仲
般
カ
を
ト
す
る
に
足
る
も

の
と
信
じ
る
O

O

北

鮮

の

開

拓

鴫
政
文
嘩

証

の
上
流
地
坪
た
る
平
城
北
位
の

江鼎
蕗
城
厚
損

の
三
郷
と
成
政

道
の
長
沖
､
巣
山
'
三
水
及
び
甲
山
と

蒜

J

七
五



地

政

解
二
十
六
懸

拭

山
合
せ
て
八
部
の
地
は
肝
調
光
鵜
市
原
の
稀
に
叶

(
る
山
地
で
肪
安

･ri:(
に
二
千
ガ
朋
'
北
ハ中
二
甘
十
六
町
渉
は
納
材
林
野
､
千
古
斧
銀
を
加

(
ら
れ
ざ
る

大
森
林
で
あ
る
が
交
油
不
伴
の
ま
1
に
老
齢
過
熱
､
そ
こ

で
火
日
代
が
蛸
旅
し
て
-
る
の
で
'
中
々
肪
大
な
美
林
が
盤
焼
す
る
所

で
あ
る
｡
そ
こ
で
こ
の
大
森
林
の
保
誰
卿
雑

と
閑
代
を
は
か
る
と
北
ハ
に
'

そ
の
跡
地
の
弟
肥
の
封
脱
を
､
農
地
と
牧
畜
地
に
分
如
し
火
川
蛇
を
･:.a

於
さ
せ
､
更
に
横
赫
的
に
移
民
を
収
容
し
､
苑
腕
､
甜
米
､
玉
端
黍
'

罵
鈴
薪
､
大
麻
､
ホ
ッ
プ
'
邦
奔
'
小
番
'
架
.
大
小
一皿
､
ラ
イ
容
､

沖
村
､
除
払
菊
称
を
北
･i=
し
て
工
米
原
料
と
な
し

1
河
納
串
を

樹
術
し

て
羊
毛
槻
範
に
焚
せ
ん
と
す
る
の
が
､
解
に
こ
の
北
鮮
の
開
邦
離
非
で

鞄
界
二
千
六
甘
八
十
満
開
を
以
て
昭
利
七
咋
庇
か
ら
十
五
ヶ
年
の
期
間

に
そ
の
剛
故
に
か
ゝ
つ
た
｡
節

11
に
数
樵

の
道
路
陶
酔
を
は
か
り
､
林

産
助
産
を
開
-
た
め

の
満
州

触
及
窓
=_
鉄
線
抑
縦
線
を
計
灘
し
た
｡
そ

こ
で
只
今
で
は
日
脚
坤
路
も
十
数

本
で
き
る
や
う
に
な
り
鉛
逆
で
は
今

の
窓
川
節
線
が
そ
の
湖
脈
と
な
っ
て
(
工
部
赴
行
中
)
成
銃
北
路
告
州
か

ち
合
水
.
白
3㍍
を

(
て
成
鐙
両
道
の
笛
=.i
鋭
鴨
紋
江
伸
に
達
し
､
倉
林

か
ら
戒
北
伐
山

(
の
臼
茂
放
(
抑
縦
線
)
及
び
平
壌
南
迫
の
..4
･蚊
か
ら
仙

川
を
(
て
平
安
北
迫
の
繊
細
鎖
に
覚
る
鋤
i.EJ
を
金
額
し
て
ゐ
る
O
合
水

か
ら
茂
山
の
蛾
泡
は
森
林
撤
退
の
部
が
あ
る
D
も
L
H
氷
-
れ
ば
千
古

斧
銀
の
入
ら
な
い
大
森
林
は
我
関
内
の
木
材
寵
姫
の
余
部
を
引
う
け
て

も
三
十
舛
は
つ
L･
-
と
い
ほ
れ
る
｡
筏
山
に
は
蛾
蝕
が
あ
る
､
牧
番
地

と
し
て
の
牧
草
が
よ
い
｡

瀧
揃
堺
も
鵬
放
江
梓
で
'

い
づ
九
.は
古
林
､
鯨
甑
'
春
光
に
聯
絡
す

餅
二
助

妄

-

七
六

る
餓
迫
で
あ
る
｡

頼
政
以
氷
朝
鮮
の
禿
山
も
大
に
放
化
さ
れ
た
が
北
餅

は
拭
か
も
禿
て
ゐ

な
い
と
こ
ろ
で
八
郎
の
耐
桁
三
甘
十
拓
町
渉
の
八
割

ま
で
の
林
野
で
あ
る
O
日
下
白
頭
山
を
中
心
と
し
て
多
-
の
森
林
鈷
菰

(
九
線
)
を
山
元
か
ら
放
出
し
非
長
さ
六
官
米
､
軌
道
は
三
十
二
肝
を
完

成
し
た
O
こ
の
樹
梅
か
ら
川
る
材
は
'
移
､
私
'(
ダ
ウ
ヒ
'
モ
,"
)
'
紅

舷
'
･終
発
松
､
軸
木
と
し
て
の
シ
ナ
の
ホ
シ
ラ
カ
ン
パ
等
で
あ
る
が
'

移
松
は
滋
偶
で
飽
掛
が
解
易
な
た
め
に
任
用
が
ひ
る
い
､
紅
粒
'落
兼
松

い
づ
れ
も
=州
鋸
が
よ
い
O
つ
い
で
火
Et
伐
を
渦
卑
し
約
二
十
代

一
千
二

打
人
の
人
口
を
臼
作
放
た
ら
し
め
ん
こ
と
に
轟
力
し
肥
料

の
供
給
と
副

業

の
助
成
に
あ
た
-
､
十
試
町
渉
を
火
日
比
に
輿

(
約
二
十
溺
町
渉
は

1
舷
に
開
放
す
る
こ
と
に
な
っ
た
O
地
封
は
複
細
で
あ
る
が
地
蛇
は
よ

い
｡
叙
位
は
冬
期
零
下
三
十
五
庇
､
滋
は
叔
識
二
十
四
度
で
北
欧
の
気

位
に
鄭
す
る
か
ら
内
地
で
柑
非
な
い
朔
番
や
誠
麻
や
甜
菜
等
が
こ
1
か

ら
嬢
川
す
る
吋
髄
性
が
多

い
｡
白
頭
山
に
紅

い
潜
大
鋸
の
地
に
鹿
審
訊

漁
場
北
鮮
安
堵
が
あ
っ
て
料
堺
的
に
研
究
を
つ
ゞ
け
て
ゐ
る
｡
有
番
虚

業

に
浪
速
だ
か
ら
､
こ
の
分
両
に
楯
尊
を
す
る
啓
で
あ
る
｡
さ
う
し
て

納
串
に
つ
い
て
は
汝
洲
の
羊
毛
依
存
と
い
ふ
日
本
の
羊
毛
工
紫

の
鍋
新

を
救
ふ
た
め
に
'朝
野
の
党
を
威
す
る
所
で
あ
る
こ
と
は
申
迄
も
な
い
o

朝
鮮
で

は
全
曲
雛

l
戸
滞
り
五
頭
の
新
平
飼
育
を
常
及
せ
ん
と
計
鮭
し

荊-1
助
銀
を
支
出
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
O

O

朝

鮮

の

天

然

記

念

物

某
紙
路
地
川
部
非
他
市
の
光
陵
森
林

にキ
タ
ダ
キ
､
こ
の
鳥
は
封
絹
と
朝
鮮
と
の
み
に
摺
る
も
の
'
封
崩
で

は
純
減
に
近
づ

い
て
き
て
ゐ
る
9
普
油
の
カ
ラ
ス
位

の
大
き
の
鳥
で
兇
…



也
､
脱
は
純
白
で
我
昧
が
か
-
'
牝
は
瑚
上
に
緋
色

の
巧
態
を
も
つ
'

北
陸
は
幅
詩
碑
や
秋
草
､
山
楽
の
野
生
地
で
も
あ
る
O

小
心緒
北
逆
鮫
川
郷
梨
月
面
の
マ
ナ
ヅ
ル
､
解
神
政
打
羽
の
マ
ナ
ヅ
ル

が
十
月
米
飛
兆
し
梨
年

1
月
に
至
る
｡
三
月
朝
に
北
方
に
去
-
四
月
に

は
見
ら
れ
な
-
な
る
｡

恕
繍
南
把
の
煉
沖
'
発
梅
迫
の
進
攻
､
山
川
な
ど
も
吸
甘
朋
の
舟
.WS

鵜
が
娘
兆
す
る
｡
又
旭
域
に
は
カ
ウ
ノ
ト
-
が
繁
姉
す
る
の
で
村
名
で

あ
る
C

俊
･2
南
濃
桃
川
及
び
TiL鱒

の
･E
鳥
純
水
地
'
放
軸
の
北
部
地
方
に
分

和
し
､
冬
期
に
は
地
中
海
'
中
火
ア
ジ
ア
'
或
那
Å
本
邦
に
-
る
0
(
帝

森
嚇
小
路
柘
粋
に
-
ら
)
妬
AF
十

一
月
多
数

の
白
鳥
が
池
両
に
う
-

0

平
安
北
滋
立
川
郷
丙
締
賦
払
の

り,,,
ネ
コ
'
英
知
鳥
'
カ
ラ
シ
ラ
サ

ギ
の
琳
林
地
｡

ウ
､､､
ネ

コ
は
内
地
で
は
蘭
森
臓

の
湘
梅
と
良
税
倣
臼
御
蹄
組
曲
が
そ

の
♯
縦
地
で
あ
る
｡

次
に
放
物
で
は
京
城
地
裁
胴
の
自
松
'
(
北
淡
淋
庶
産
)
で
樹
齢
数
甘

年
を

(
て
ゐ
る
｡
山
浦
北
路
の
麟
川
ウ
チ
ハ
ノ
キ
と

コ
ノ
デ
カ
シ
ハ
､

全
維
梅
迫
折
州
枯
淡
光
所
の
ハ
マ
オ
モ
ト
日
蝕
地
が
あ
る
.
公
雄
南

追

納
州
粍
垢
耐
森
島
に
は
.
オ
ホ
タ

ニ
ッ
ダ
リ
が
日
蝕
す
る
熱
呼
楠
物
で

あ
る
｡

叔
後
に
平
城
南
山
町
中
樹
枝
腔
の
化
茄
林
(松
柏
科
)
で
珠
継
紐
申
柴

又
は
御
難

の
も
の
で
あ
ら
う
｡

0

滴

洲

へ
の

日
本

移

民

勝

一
次
移
民
は
三
江
省
神
川
噛
聖

ハ

郁

川

拡
孟
家
榊

の
永
懸
餅
に
送
ら
れ
た
｡
伴
水
餅

の
南
々

加
で
'
;烈
士
地
伸

の
沃
野
の
T
部
を
し
め
'
二
璃
町
渉
'典
本
部
を
棚
鶴

村
に
放

い
た
｡
輔

発
射
即
ち
永
規
鉄
で
'
そ
の
脚
閲
に
秋
川
'
茨

城

'
栃
木
'
群
描
､
新

抱
'
長
野
'
岩
手
､
常
森
､
宮
城
､
洞
偽
'
･1-_
形
'
北
大
轡
の
十
二
部

落
が
あ
る
｡
こ
1
は
前
住
民
稀
で
'
火
日
放
地
で
あ
る
が
､
交
池
は
不

位
で
､

ハ
ル
ビ
ン
か
ら
こ
轟
夜
を
航
行
し
伐
木
桝
に
上
隣
し
て
か
ら
二

日
間
随
行

し
な
-
て
は
な
ら
ぬ
､
し
か
し
九
年
十

1
月
永
牌
鉄
ま
で
托

水
耕
か
ら
図
鑑
が
完
成
し
今
又
鋤
道
が
池
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
O
(
鮮
北

作
木
断
線
)
か
ら
川
水
た
ら
位
利
と
な
る
｡
昭
和
七
年
に
端
務
省
が
計
観

し
て
三
十
蝕
前
後

の
朝
子
変
速
按
し
約
五
甘
銘
を
迭
-
つ
た
が
'
十
月

十
川
日
移
民
紬
が
伐
木
斯
沖
に
到
活
し
た
夜
､
巾
は
三
千
の
排
他
に
製

ほ
れ
た
の
で
十
五
日
上
陸
し
て
伯
教
勝

一
大
隊
と
し
て
台
林
斑
に
桐
入

さ
れ
巾

の
保
･;S
に
あ
た
っ
た
｡
八
叫
の
三
月
か
ら
段
場
に
入
っ
て
鹿
部

を
や
つ
た
が
断
軸
に
迎
っ
て
職
死
す
る
も
の
も
川
雑
た
｡
や
が
て
家
も

出
水
て
家
族
三
十
名
を
呼
ん
だ
｡

つ
い
で
昭
利
九
年
三
月

又

々
依
蘭
却

件
が
起

っ
て
会
員
櫛
僻
に
つ
い
L
J
か
ら
虚
栄
は
火
肱
に
終

っ
た
｡
価
に

凹
甘
町
渉
に
措
柵
し
た
に
過

ぎ
ず
.
し
か
し
丸
印
の
終
に
は
七
十
飴
戸

の
家
犀
が
3
本
'
昭
利
十
坤
に
は
節
三
神
目
と
な
っ
て
地
方
の
治
壕
も

維
挿
さ
れ
衣
も
出
水
鹿
兼
も
す

1
み
人
口
五
官
九
十
三
名
と
な
っ
た
O

中
途
脱
退
沓
約
三
分

1
'
十
数
省
職
+托
し
た
が
､
現
在
で
は
満
ち
つ
い

て
き
て
ゐ
る
｡
各
州
に
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
を
や
っ
て
ゐ
る
L
t
塊
噂
や
鴇

油
や
拭
物
笹
が
臼
於
せ
ら
れ
る
0

小
堺
校
も
弼
教
材
に
は
水
､
虚
栄
苗

穂
の
見
込
も
つ
き
か
け
て
ゐ
る
｡

完

]]

七
七



地

球

節
二
十
六
懸

酵
二
次
移
舵
比
は
三
江
省
依
蘭
煉
七
脱
力
河
の
南
洋
で
永
盤
鏡
か
ら

八
船
､
両
々
西
に
あ
た
る
両
群

一
流
二
千
町
渉

の
小
'
紬
雛
吋
絹
地
<

千
町
､
昭
利
八
舛
七
月
入
雛
四
八
二
名
同
九
坤
と
十
坤
に
九
名
合
計
蛸

九

11
人
で
あ
る
｡

こ
ゝ
も
勧
坤
に
郎
鵬
の
動
紫
に
あ
ひ
十
名
の
職
純
が

あ
っ
た
∪
八
年
十
月
に

千
坂
鳴
動
閲
を
糾
純
し
､
九
舛
六
月
か
ら
氷
期

を
作

っ
た
'
跳
水

二
甘
七
十
九
名
の
凶
貝
が
虫
力
で
あ
る
｡
昭
利
十
坤

に
は
ト
ラ
ク
タ
I
を
他
用
し
て
開
銀
を
は

か
り
'
今
は
四
千
三
万
町
を

開

い
た
｡
節
三
次
移
蛇
は
硫
;A,l
省
舷
聴
牌

の
Hi紫
樹

附
妃
で
､
山
形
喋

で
'
訓
練
き
れ
た
移
住
者
二
甘
七
名
が
鹸
轡

.R
年
十
月
入
植
し
､
成
徳

節

二
雛

蒜

四

七
八

二
年
か
ら
事
兼
恕
は
じ
め
た
｡
大
な
る
挫
鵬
が
な
-
な
っ
た

の
で
､
節

1
次
及
び
鮮
二
次
に

比
し
て
成
約
佳
良
に
向
ひ
､

節

々
と

し
て
関
数

に
徹

っ
て
ゐ
る
｡
姉
川
次
は
三
江
省
碑
山
嚇
娘
子
河
放
吟
揺
河
に
五
官

戸
を
つ
-
る
計
盤
で
北
出
陳
九
十
六
名
が
舵
租
二
咋
十
月
に
入
植
L
t

帖
も
に
指
導
員

の
教
務

に
縫

っ
て
閑
教
と
家
屋
放
談
に
微
却
し
た
｡
妹

子
河
地
方
の
胎
銘
は
よ
-
維
持
さ
れ
て
み
る
か
ら
本
隊
が
入
船
し
た
な

ら
ば
こ
の
地
方
も
亦

い
よ
-
＼
立
沢
に
な
っ
て
ゆ
-
で
あ
ら
う
O
(
三
総

研
省
政

政
党
摘
錐
)

0

田

本

廃

園

東

園

鑑

S
L璽

高

著

和
光
秋
川
収

特
慣
例
刷
八
十
錦

日
本
に
於
け
る
挺
国
数
淫
兜
の
研
究
家
系
森
氏
の
努
力
は
琳

ひ

ら

れ

て
問

銀

条

二
十
四
番
線
約
甘
桝
と
い
ふ
弟
は
し

い
大
本
の

.i
本
が
川
た
｡

今
敵

手
に
し
た
の
は
桃
山
時
代
の
部
で
あ
っ
て
剰
切
な
仰
詮
が
あ
る
が
'
そ
の
健
闘

の
見
耽
問
と
婁

B
'と
は
縦
に
立
派
な
印
刷

で
あ
る
｡
本
番
弛
む
る
併
十

三
槻
版
で
㍊
風
紋
'
撃

輔
車
'
摘
式
守
'
光
村
俺
､
信
iI三
枚
､
冶
尾
榊
恥
､
凍
迎
寺
'
ニ
棟
離
宮
､
沈
静
院
二

二
衆
院
'
勅
特
悦
'

紙
赦
助
､
妙
音
催

い
づ
れ
も
京
都
を
中
心
と
し
て
妃
螺
に
わ
た
る
桃
山
時
代

の
名
宛
で
あ
る
'
文
献
資
料
も
あ
っ
て
､
我
等

の
愛
好
す
る
嬉
鯛
と
い
ふ
も
の
が
'
い
か
に

絢
欄

の
弟
を
頼
め
'
幽
遠

の
地
を
し
め
す
か
を
加
流
に
示
め
す

の
は
何
よ
り
も
う
れ
し
い
O
背
肴

の
亨

か
曲
り
い
か
に
も
日
本
で
の
最
初
の
庭
閉
脚

の

出
伽
で
あ
る
O
旗
日
の
艇
脚
史
と
い
ふ
は
兜
的
毅
連
に
徹

っ
た
問
蛇
と
い
ふ
意
妹
で
あ
る
ら
し
い
が
､
庭
尉
陶
舵
と
い
ふ
方
が
よ
-
は
な
か
つ
た
か
と

腰
ふ
O
(
艇
‖
)


